N.　グレゴリー・マンキュー
グレゴリー・マンキューは現在、ハーバード大学経済学部の教授である。彼の実績は広範囲にわたるが、とりわけよく知られた実績としては、価格調整、資本取引の問題、金融・財政政策、そして、経済成長に関する問題などがあるが、彼はマクロ経済学に関して新しいケインズ学派の代表的な学者として知られている。

このインタビューは、1993年2月18日に同教授のハーバード大学での研究室でなられた、その後1998年2月から3月にかけて必要なところを文書によって問いただす、という方法でこのインタビューは完成された。
総括的な質問
－　ミクロ経済学に比べてマクロ経済学ではなぜさまざまな意見が研究者の間で飛び交うのでしょうか。

　　それは難しい質問ですね。確かに、ミクロ経済学者の間では議論を展開する上で、共通の認識があることは事実でしょう。つまり、大多数のミクロ経済学者は、効用とか利潤の最大化を彼らの意識の根底とし、そこから物事を考えようとしています。しかし、マクロ経済学は、その研究対象を一国全体というように広範囲にしているところから、難しい問題を含んでいるのです。したがって、議論を展開しやすいように現実の経済状態を分析する際に単純化した仮定を設けるという方法をとります。単純化した仮定が、はたして現実を分析する上で、有効かどうかということが議論の不一致を生じさせるものだ、と私は思います。
－　マクロ経済学にとって、新古典派の選択理論の基礎は、果たして必要でしょうか。

　　そうですね。すべてのマクロ現象は多くのミクロ現象をひっくるめたものである、と考えていいですね。すると、マクロ経済学は必然的にミクロ経済学のうえに成り立っているといえるでしょう。とはいえ、私は、すべてのマクロ経済学がミクロ経済学の一つ一つの積み重ねとは思っていません。それはちょうど、すべての生物は小さな細胞をびっしり集めたものである。したがって、生物学的な生き物は細胞の塊だといえますね。しかし、だからといって、このことは生物学を勉強し始めるのに必要なものは自然そのものであって、必ずしも細胞が必要だ、ということではありませんね。私だったら生物を勉強するのにまず生物の組織から始めるでしょう。マクロ経済学にはIS-LMモデルのようなたくさんのモデルがあります。それらのモデルはマクロ経済現象を分析する上でとても大切なものであるのはご存知のとおりです。とはいえ、当然のことですが、これらのモデルが個人の好みによって成り立っている、ということではありませんね。
－　過去25年を振り返ってみて、マクロ経済学の発展に最も大きな影響を及ぼした論文なり著書はどれだとお考えでしょうか。

　　それはもう疑いなくルーカスの著書ですね。ルーカスは1960年代まで絶対的に優位に立っていたケインズの考えにビシャリとひびを入れましたから。彼は、実際に斬新で興味の尽きない考えを取り入れてマクロ経済学を展開してくれました。今日、マクロ経済学者間での議論の不一致はルーカスとルーカスの仲間に対する批判という形で起こってきています。ご存知のように、私はルーカスの意見を支持するものではありません。しかし、彼は問題の本質を鋭く突いている、ということを私は確信を持って言えると思います。私や他の新しいケインズ学派の研究者が行ってきた多くの仕事は、ルーカスが古いタイプのケインズ主義の考えを批判してきた問題に答える、という形でなされました。
－　今、あなたがおっしゃったことは、私どもが次に質問しようとした答えの大部分を占めてしまったと思われます。あなたご自身はご自分の研究に対するヒントはどのようにして思いつかれたのでしょうか。

　　それはさまざまな影響を総合したものです。ある部分は少し前の世代のマクロ経済学者の考えに影響を受けました。私自身、トービン、モジリアーニ、そして、フリードマンの業績を大いに勉強しました。私はこれらの学者の見解にたくさんの真実を見出したと思います。同時に、ルーカスが真剣に訴える姿にも影響を受けました。新しいケインズ主義の業績の多くは、1960年に構築されたフリードマン＝トービンの世界を再構築したものです。いわゆる新古典派総合はこの構築のなかにその源があるように思われます。一方、フリードマン＝トービンの考えのなかにも問題がないわけではありませんでした。その点をルーカスが鋭く指摘してきたものです。ルーカスが新古典派総合の真髄について述べてきたことを私たちは学ぶ必要がある、と思います。
